
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 
 

平
成
十
八
年
六
月
五
日
よ
り
毎
月
一
回
の
発
行
を

始
め
た
宮
司
プ
レ
ス
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
、

九
十
一
ヵ
月
連
続
発
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

順
風
満
帆
（
じ
ゅ
ん
ぷ
ん
ま
ん
ぱ
ん
）
な
船
出
も
あ
り
、

航
海
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
平
成
二
十
六
年
二
月
の

一
月
遅
れ
を
皮
切
り
に
、
い
た
ず
ら
に
時
は
流
れ
て
、

宮
司
プ
レ
ス
が
発
行
さ
れ
な
い
と
い
う
「
魔
の
五
ヶ
月
」

と
い
う
空
白
の
時
間
を
生
じ
ま
し
た
。 

宮
司
プ
レ
ス

も
、
と
う
と
う
座
礁
（
ざ
し
ょ
う
）
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。 

軌
道
の
修
正
を
は
か
る
べ
く
、
幾
度
と
な
く

発
行
計
画
を
練
り
直
し
ま
し
た
が
、
一
月
に
一
回
の
ペ

ー
ス
を
保
ち
た
い
と
い
う
願
い
も
む
な
し
く
、
現
状
維

持
が
精
一
杯
、
五
ヶ
月
遅
れ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
ま

す
。 

「
駿
馬
（
し
ゅ
ん
め
）」、
す
ぐ
れ
て
よ
く
走
る

馬
は
、
千
里
を
駆
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
、

「
駑
馬
（
ど
ば
）」、
歩
み
の
の
ろ
い
馬
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
も
う
、
起
動
の
修
正
を
は
か
る
と
い
う
目
標
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
一
歩
一
歩
着
実
な
歩
み
を
心
が
け
、
千
里

を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。 

平
成
二
十
年
秋
に
米
国

発
で
起
き
た
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
の
後

に
、
欧
米
の
投
資
家
ら
の
間
で
「
以
前
と
は
別
物
の
経 

     

済
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
」
と
の
見
方
を
意
味
す
る

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
ま
し
た
。 

中
国
で
は
、
習
首
相
が
、
持
続
可
能
な
成
長
軌
道
に
移

る
過
渡
期
と
し
て
、
経
済
構
造
改
革
の
旗
印
に
、
こ
の

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
い
う
概
念
の
中
国
語
訳
の

「
新
常
態
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
、
私
の
宮
司
プ
レ
ス
の
発
行
は
、「
魔
の

五
ヶ
月
」
と
い
う
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
さ
ら
に
は
、

一
月
一
回
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
す
と
い
う
新
た
な
成

長
戦
略
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」

「
新
常
態
」
で
あ
り
ま
す
。 

◇
紀
元
前
二
百
年
、
周
の
国
の
末
期
か
ら
秦
、
さ
ら
に

漢
の
国
の
時
代
の
儒
学
者
（
じ
ゅ
が
く
し
ゃ
）
の
古
礼

（
こ
れ
い
）
に
関
す
る
説
を
集
め
た
書
で
、「
五
経
（
ご

き
ょ
う
）
の
一
つ
で
も
あ
る
「
礼
記
（
ら
い
き
）
」
に

は
、「
大
事
を
作
（
お
こ
）
し
て
、
も
っ
て
農
（
の
う
）

の
事
を
妨
（
さ
ま
た
ぐ
）
る
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

こ
れ
は
、
農
事
の
開
始
は
正
月
で
、
農
事
に
、

と
て
も
大
事
な
月
で
あ
る
二
月
に
、
国
家
が
、
大
事
業

を
始
め
る
と
｛
こ
の
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）
さ
れ
た
頃
は
、

春
秋
戦
国
の
時
代
、
群
雄
割
拠
（
ぐ
ん
ゆ
う
か
っ
き
ょ
）

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
他
国
と
の
戦
（
い
く
さ
）
の
こ
と

で
し
ょ
う
｝、
農
業
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

新
年
を
迎
え
て
年
度
末
に
至
る
ま
で
の
慌
し
い
歳
月

の
流
れ
の
早
さ
を
、
一
月
は
、
「
い
ぬ
る
」
、
二
月
は
、

「
に
げ
る
」、
さ
ら
に
三
月
は
、「
さ
る
」
と
喩
（
た
と

え
）
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
（
ぜ
ん
じ

ゅ
つ
）
の
礼
記
の
記
述
の
と
お
り
、
矢
の
ご
と
く
過
ぎ

去
っ
た
一
月
、
二
月
の
歩
み
は
、
大
切
だ
っ
た
の
で
す
。

◇
さ
て
、
今
年
は
、「
年
内
立
春
（
ね
ん
な
い
り
っ
し

ゅ
ん
）
」
で
あ
り
ま
し
て
、
旧
暦
の
正
月
を
迎
え
て
い

な
い
の
に
、
新
暦
で
は
、
立
春
を
迎
え
て
い
る
と
い
う

不
思
議
な
年
回
り
で
す
。 

先
月
の
十
九
日
が
、
旧
正

月
で
あ
り
、
昨
日
の
三
月
二
十
日
が
、
旧
暦
の
二
月
一

日
で
し
た
。 

し
た
が
っ
て
、
当
宮
で
先
月
の
十
七
日

に
斎
行
し
た
祈
年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
）
は
、
旧
暦
で
は
、

年
も
明
け
て
い
な
い
年
の
瀬
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
、
か
な
り
、
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。 

春
の
枕
詞

（
ま
く
ら
こ
と
ば
）
に
、「
冬
籠
（
ふ
ゆ
ご
も
）
り
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
し

た
春
祭
り
で
あ
る
祈
年
祭
に
向
け
て
、
斎
戒
沐
浴
（
さ

い
か
い
も
く
よ
く
）、
身
を
清
め
て
心
静
か
に
過
ご
す
、

力
を
蓄
え
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

今
で
も
六
連
島

（
む
つ
れ
じ
ま
）
で
は
、
正
月
の
事
を
「
初
籠
（
は
つ

こ
も
）
り
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

秋
の
収
穫
の
豊
作

を
予
（
あ
ら
か
じ
）
め
お
祝
い
す
る
「
予
祝
（
よ
し
ゅ

く
）」
の
神
事
が
祈
年
祭
で
す
。 

豊
作
と
な
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す
る
、
稔
り
の
秋
を
迎
え
る

た
め
に
は
、
総
力
の
結
集
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
人
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知
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
神
の
ご
加
護
を
仰
ぎ
、

天
命
を
待
つ
と
い
う
営
み
が
あ
る
わ
け
で
す
。 

そ
の

最
初
の
出
発
で
あ
る
の
が
、
礼
記
で
言
う
と
こ
ろ
の
二

月
で
あ
る
わ
け
で
す
。 

◇
十
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
政
治
思
想
家
で
あ
る
マ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
国
家
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思

を
「
徳
（
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
）」
と
よ
ん
で
、
市
民
の
徳
が

国
家
の
基
盤
だ
と
論
じ
ま
し
た
。 

中
国
の
春
秋
戦
国

時
代
で
も
、
人
の
最
大
の
力
は
徳
に
あ
る
、
「
徳
を
念

い
（
お
も
）
い
て
怠
ら
ず 

そ
れ
敵
す
べ
け
ん
や
」
と

説
か
れ
、
大
い
な
る
徳
は
無
敵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。 

そ
の
「
徳
」
と
は
、
す
べ
て
の
善
行
、
道
徳

に
か
な
っ
た
行
い
の
こ
と
で
す
。 

神
様
に
祈
り
、
誓

い
を
し
て
努
力
を
怠
ら
ず
、
神
の
ご
加
護
を
信
じ
て
天

命
を
待
つ
と
い
う
、
敬
神
生
活
こ
そ
、
日
本
人
の
「
徳
」

の
一
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

人
口

減
少
、
社
会
保
障
や
財
政
の
悪
化
な
ど
の
課
題
に
、
世

界
に
先
駆
け
て
直
面
す
る
「
課
題
先
進
国
」
で
あ
る
日

本
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
「
冬
籠
り
」
と
い
う
枕
詞
に
こ

め
ら
れ
た
日
本
人
の
「
徳
」
で
も
っ
て
、
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
自
愛
く

だ
さ
い
。 

二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 

（
下
の
写
真
） 

 
 

 

▼
建
国
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

◆
彦
島
八
幡
宮 

午
前
十
時 

 

◆
下
関
市 

 
 

午
後
二
時
十
分 

▼
福
浦
稲
荷
神
社
初
午
祭 

＊
二
月
十
五
日 

 

（
右
の
下
の
写
真
） 

▼
祈
年
祭 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

 

＊
二
月
十
七
日 

 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
五
日 

 
◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
七
日 

▼
サ
ン
デ
ン
バ
ス
新
車
お
祓
い 

＊
二
月
十
九
日 

 
 
 
 

 

▼
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
集

い
の
会
参
拝 
＊
二
月
二
十
一
日 

▼
彦
島
八
幡
宮
第
二
十
代
宮
司
柴
田
八
十
二
大
人

命
（
や
そ
じ 

う
し
の
み
こ
と
）
二
十
五
年
祭
、

第
二
十
一
代
宮
司
柴
田
典
行
大
人
命
（
の
り
ゆ
き

う
し
の
み
こ
と
）
十
年
祭
、
第
二
十
代
宮
司
夫
人

柴
田
輝
子
刀
自
命
（
て
る
こ 

と
じ
み
こ
と
）
十

五
年
祭
の
霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
）
斎
行 

 

＊
二
月
二
十
五
日 

 

◇
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
節
分
準
備
作
業 

＊
二
月
二
日 

 
 

◇
八
幡
宮
リ
ー
グ
打
合
せ 

＊
二
月
六
日 

 
 

◇
建
国
祭
奉
仕
の
維
蘇
志
会
反
省
会 

 

＊
二
月
十
一
日 

◇
神
道
会
常
任
委
員
会 

＊
二
月
二
十
二
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
二
月
十
七
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
二
月
四
日 

 
 

◇
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
五
日 

◇
建
国
青
年
の
集
い 

＊
二
月
七
日 

◇
神
社
庁
役
員
会 

 

＊
二
月
十
二
日 

◇
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
二
月
十
三
日 

◇
神
社
庁
例
祭 

＊
二
月
十
三
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
駐
在
教
誨
師
会 

 

＊
二
月
二
十
三
日 

◇
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
対
策
委
員
会 

 

＊
二
月
二
十
四
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
市
内
五
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
同
例
会 

 

＊
二
月
四
日 

◇
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

＊
二
月
二
十
二
日 

 

▼
地
元
迫
町
自
治
会
活
動 

 

◇
役
員
会 

＊
二
月
十
八
日 


